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研究例
報
13一
九七
0年度
告
ムナA
「インド
ネシア回
教法」
(四月
十八日
)
研究員
正
健
杉浦
回教法と
は、
唯一
にして
絶対な
る存
在者
たるア
ッラ
! の神
意をそ
の存
立
の基
礎 としその神
力を拘
束力となし、
しか
も法律
・道
徳・
宗教
の三
要 素た
る一
体に統
合
した
一種独特
の 社会規
律である。
今日
におい
ても
その回
教徒
社会
にお
ける社
会規範と
して
有する力は絶
大な
もの
でありか
っそ
の
ユニ
l
クさ
は近
代法と対
比してみると
一大奇観
とさえい
えるもの
である。
回教法
は、
回教
の
一部で
あり、
従っ
て回
教法の存
立の基
礎は唯
一に
して
絶対な
る存
在者
たる
ア
ッラ
1の神
意である
から
、
アッ
ラ!の
意 志・予
言の
集成
たる
コl
ラγ
をそ
の体
系の頂
点とする。
従っ
て基
本的に非
合理性を
そ
の特
質とする。
しか
も、
発生史
的にみて
、 北ア
フリ
カの砂
漠地帯に
おいて
発生
し発
展した
回教と
とも
に発
達した
も
ので
ある
から、
社会的
な
一定組織
をも
っ最高独立
の統
制主体
として
の国
家の不
存在な
いし
未発
達の段
階の社
会に
おいて
発 生し、
発達
し長
年月
を経て恐固に体
系化さ
れて
い
った
もの
で
ある
ため
、回教法
は純
粋な
国家的規律な
いし
規範
としての法
律で
はな
くて
その
一歩手前
にあ
る社
会規
範であ
るというべ
きであ
る。
従って
、道徳
・宗
教・習
俗の
ご とき
社会規
範からも
未分離
で雑
然たる外
観を呈
しているのも
決し
て怪しむ
に足る
もの
では
ない
し、近代法
的に
いえ
ば公
法に属
する部
分
研究例会報告
が未発達
で全
面的
に欠
落し
ており
、その
主たる
内容は私
法的規範
で ある
こ
とも
右事
情からみれ
ば首
肯しうる
こと
である。
回教法
は、
回教
とと
もに
アラ
ビア
から
各地に
拡められて
いっ
たもので
あ
るが、
イン
ドネシア
地域は、
その
伝潜
の東の限
界を画す
もの
である。
今日
においては
その国
民の
約九O%
が回
教徒であるとさ
れて
いる
。
回教i回
教法
は、
十三世
紀から十六世
紀に
かけて
ほぼイ
ソドネシ
ア全域
をおおうに
至る
のであるが、
田教l回教法
は、
在来
のアミ
ニズム
、仏
教、
ヒン
ヅl
教
(中国文明
の影
響は小
さか
った
)
と混
融し相克しなが
ら独
特
の
定着
の過
程を辿
って
ゆく
ので
ある。
アラビ
ア的
色 彩の狂
信性・
一神
教の強
聞な排
他思想は、
この
地域住民
の精
神や日常
生活
のなか
にある土
着文化
の
根強
さと
共存
し融
合してゆ
くうち
に、
全般
的に
ぬぐい去
られて
しま
う。
回
教は
ヨーロ
ッパや
アジ
ア の他
地域で行
った
ように
前から
存在したも
のの
す
べて
を破
かいし
てしま
うような
こと
をこ
の地
域で
はし
なか
った
。その宗
教
上の戒
律は
しば
しばなお
ざ りにさ
れ
(豚肉を食する
こと
、礼拝、
断食
など)
イン
ドネシ
アの慣
習法
「ア
ダッ
ト 」
は、
回教法
の修
正を
うけつ
つも土
着社
会の
中に確
固たる地
位を
保有
している
。ジ
ャワ島の風
景
には
ヒシ
ヅ
l教
の
寺院形式
で建てられた
そス
ク や、
墳墓
もみられる。
イン
ドネシアの
社会
においては
、土着固有
の諸
文化が
仏 教、
ヒン
ヅi
文
明、
中国文明
とイ
スラム
文 明のすべ
ての
影響をうけ
複雑な文
化的社会的混
融過程
を現
に辿
り
つつ
あり
、そ
のい
みで
インドネシアに
おける回
教法
の消
長の解
明は
極めて興
味深いもの
である
とい
いう
るも
のである。一O 七
